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慈和会グループホームに名称が変わり3年経ちます。すっかり地域との交流も出
来るようになり、いろんな行事のもお互いに参加しあってコミュニケーションが
取れるようになりました。回覧板もまたホームの機関紙も配布しながら地域に溶
け込んでいます。かっての外来の待合室を4月から地域に「サロン」として開放
して、利用者も絵を習ったり歌や俳句も楽しめるようになります。今回も3月16
日に開催される「おきな草祭り」の絵手紙コンテストに5名入賞しました。25年
度は家族会を運営推進会議を兼ねて開催しています。行政・家族・地域の方を招
待して、美味しい伊佐米や地産の食材を利用して、職員が手作り料理で迎えて大
変講評でした。家族と離れて滅多に一緒に食事をとる機会のない利用者はとても
喜んでいい笑顔がみれてとても嬉しいでした。こういう機会を、ホームだけの行
事でなく地域・家族と一緒にして行きたいと思います。近くに「南方神社」があ
り、緑もあり、紅葉も見られ、神社の祭り、幼稚園児の夏祭りの神輿もきたり、
年中賑わっているとても良い環境にあります。これからも、もっと、もっと地域
と一緒に協力して利用者が生きがいを持って楽しく生活できるように支援して行
きたい。

　前回の外部評価で気づきとして評価した項目に対し、２年間で改善に取り組
み、結果を出している。この中で特に、①運営者②管理者・職員③利用者・家族
④地域住民、この４つの要素の関わりを大事にしたグループホーム運営を実現し
ている。
全職員で理念を見直し「・地域と共に・家庭的なケア・信頼関係を築く・今ある
能力の活用」を明記し、地域密着型サービスとして何が大切かを基本にケアに反
映される理念を謳っている。
１００歳を迎えた利用者の百寿会に運営推進会議・家族会を同時開催し、家族を
はじめ行政・地域住民参加の盛大なお祝い会を開催した。この中で内閣総理大臣
から送られた賞状を市長より伝達された利用者は大勢の方々から祝福を受け、有
意義な時を過した。
自治会に加入し、住民の一員として神社の秋季奉告祭りやおきな草祭りに参加し
ている。絵手紙コンテストに利用者も応募し入賞、楽しみながらの生きがい作り
を支援している。又、ホームのホールを地域に｢サロン｣として開放、地域住民、
利用者参加型の地域交流を密に事業所の力を活かした地域貢献に取り組んでい
る。定期的な職員会議を設定し、勉強会や意見・提案を聞く機会を設け、職員の
モチベーションを高めている。資格取得支援にも力を入れ、職員はケアマネ
ジャーや介護福祉士に挑戦し、合格者も出ている。
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